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分類,
St a g e 分類 , 組織学的分化度, 病没潤 様式

( y
- K ) , 化学療法 ,

一 次治療, 頚部 リ ン パ 節転移

の状沢, 遠隔転移部位, 遠隔転移確認時期な どで

ある . 結果 : 痛浸潤様式が 4 C ,
4 D 型な どの びま

ん性に浸潤する症例や , 頚部リ ン パ 節転移 を生 じ

た症例で多く, 節 - の転移が半年程度 で 認め られ

た . 今後, 分子遺伝学的解析 も含め て 検討す る必

要があると思われ た .
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1985 年か ら 2000 年まで に頚部郭清術 を施行 し

た 口腔扇平上皮病症例78 例の うち両側郭清術施行

例19 例 (24 .
4 % ) に つ い て 臨床的検討を行 っ た .

症例 は男性15 名, 女性4 名, 42 - 77 ( 平 均 60 .4)

歳で あ っ た . 原発部位 は舌 6 例 , 口底 5 例 , 下 顎歯

肉 5 例, 上顎歯肉3 例で , T 分類 で は T 2 : 6 例, T

3 : 3 例,
T 4 : 10 例 で あ っ た . 施行 時期 は 同時が

8 例, 異時が1 1 例 で
, 術式 は 同時例 で は根治 的郭

清( R N D) 十機能的郭清( F N D) 3 例, R N D ＋ 部

分 的郭清 (P N D) 3 例,
P N D ＋ P N D 2 例, 異時例

で は R N D ＋ R N D 5 例,
R N D ＋ F N D 5 例 ,

R N D

＋p N D l 例であ っ た . 異時例 で は 2 回目 の 郭清

術まで の 期間は 6 ケ 月以 内が 8 例 , 1 年以上 が 3

例であり, また 2 段 階で郭清を施行 した症例 は 3

例, 後発転移例は 8 例 で あ っ た . 病理組織学的に両

側に転移が認められ た症例は11 例, 片側 は4 例, 両

側とも転移が認められなか っ た症例は 4 例であ っ た .
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顎 ･ 口腔領域 に初発す る非 ホ ジ キ ン リ ン パ 腫

( N H L) は
, 自覚症状に乏し い 割 に急速 に増大し ,

臨床所見も多岐に わた る こ と が特徴 で ある . 上 皮

系悪性腫蕩 に比 して痛み に乏しく, 広範囲なび ま

ん性の 腫脹を呈する こ とが多く, 歯性炎症 や歯周

組織炎など の 臨床診断にて処置後, 紹介来院する

ケ
ー ス も少なくなく, 受診するまで に長期 間を要

する こ ともある . また初診時 の 臨床所見 , 諸検査

か ら診断, 治療 に至 る経緯 が , 本症 の 予後を大き

く左右する こ とが考えられる .

今回 1990 年以降に経験 した N H L ll 例 に つ い

て , その 初発 臨床像および病理組織学的検討を行 っ

た の で 報告する . 11 例の 概要は,
L S G 分類 で検 討

する と D iff u s e l a r g e c ell t y p e が 9 例 で最も多く,

原発部位別額度は上顎歯肉, 下顎歯肉, 頚部,
上顎

洞 , 上顎 , 頬部 の 順で あ っ た .

4 　 マ イ ク ロ ア レ イを用 い た遺伝子発現解析 に基

づ く 口 腔 扁 平 上 皮 癌 の 病 態 と 予 後 因 子 に 関 す

る検討
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口腔扇平上 皮癌( O S C C) の 痛態把 握を目的 に,

c D N A マ イ ク ロ ア レ イ を用 い た遺伝子発現解析

を行 っ た . 対象 と方法 : 新潟大学歯学部附属病院

なら び に長 岡赤十字病院 で 治療を行 っ た O S C C

の 切 除組織 , お よ び対照と して 正常 口腔粘膜 の

m R N A を検体と した . こ れ らに つ い て , 癌関連遺


